＜ＪＩＣＡ草の根技術協力事業セミナー（公開型）＞

『バングラデシュ・農村地域におけるエコサン・トイレの普及活動』
～エコサン・トイレの衛生工学的合理性の実証から住民の受容性に向けた取り組み～
１．テーマと趣旨

バングラデシュの農村地域におけるエコサン（エコロジカル・サニテーション）・トイレは、衛生改善、し尿資源の利用、環境インパクトの軽減、洪水時の使用を含めた長期的な使用を可能とするなどの諸機能を持つものです。2004年にスタートしたエコサン・トイレ普及活動は、2009年度、バングラデシュ政府自らが、全国的な展開を図る段階へと進展しました。その背景には、建設されたエコサン・トイレの効用、衛生改善便益、し尿資源の活用便益、そして使い易さなどが、使用住民に評価されつつあることの一つの証と考えられます。
こうした一方で、エコサン・トイレは、その後の時間の経過とともに不適切な使用や、トイレ備品の破損による放置、結果として、し尿の資源利用がなされないことなども見受けられる実情があります。このため、日本下水文化研究会によるバングラデシュにおける草の根技術協力事業では、エコサン・トイレを普及すると共に、導入した村で住民組織（ＣＢＯ）を形成し、トイレのモニタリングと、ＣＢＯの自立を目指した活動を実施しています。
今回セミナーでは、エコサン・トイレの衛生工学的合理性の実証から、住民の受容性の検証、ＣＢＯを経営主体としたＢＯＰビジネスの可能性を視座に入れた団体のこれまでの活動と成果について紹介すると共に、途上国におけるトイレの普及活動をテーマに、フリーディスカッションを行います。
２．実施要領

日　時：平成24年5月29日（火曜日）16：00-19：00
場　所：JICA地球ひろば2階　セミナールーム202

参加費：無料

定　員：30名程度の予定
プログラム
　講演者：特定非営利活動法人　日本下水文化研究会　高橋　邦夫氏　/　高村　哲氏
○　バングラデシュにおけるエコサン・トイレ普及活動の経緯
○　エコサン・トイレのデザイン（～エコサン・トイレの機能とそのしくみ）
○　エコサン・トイレの衛生工学的合理性（～エコサン・トイレは衛生改善に役立つ！）
○　エコサン・トイレの住民の受容性（～エコサン・トイレが村で定着するための条件とは？）
○　エコサン・トイレ　マーケット形成への展望（～エコサン・トイレがビジネスに発展する？）
○　フリーディスカッション（後半）
***　お申し込み問い合わせ　**************************************************************

ＪＩＣＡ地球ひろば　ＮＧＯ連携課　澤田（Sawada.Junko@jica.go.jp 03-3400-7328）
＊お申し込みの際は、お名前・ご所属・ご連絡先をお知らせください。　5/25（金）申し込み締切
*****************************************************************************************

